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に、学生が主体となってチームを組み、研究計画を立てて実践的内容を行う PBL（Project Based 
Learning）、及び現場の取り組みについて学ぶ SPA（Software Practice Approach）などに関連する様々
な活動についてもまとめています。 
 
(b) 特集講座の選出について 
本年度の研究活動報告書では、２００９年度の業績に基づきソフトウェア情報学部講座の中から公募に
より特筆すべき特集講座を選出いたしました。本年度は、知識支援システム講座を取り上げます。知識
支システム講座では、「物語生成システム」プロジェクトに関する研究を行っており、２００５年以来
一貫して文学・哲学・知識科学と人工知能をはじめとする情報科学の融合による学際的色彩の強い研究
というソフトウェア情報学の特色を体現したものとして、研究成果および研究の独自性の観点より選出
いたしました。 
終わりに本報告書が、岩手県立大学や岩手県のみならず、広く国内外の方々にご覧いただき、今後共よ
り良き理解とご高配を賜りますよう期待いたします。尚本報告書は 2009 年度よりオンラインで公開し
ております。 
